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PbSe. PbTeや SnSe. SnSのようなW族元素

と VI膝元衆の結合した平均V肢化合物は，圧ノJや

温度によって構造相伝移を行い互いに関連性のあ

る結晶構造を変遷する。本研究の対照であるエピ

タキシャル成長した PbSe/SnSe人工格子は.積層

校教に応じてそれぞれの凶の結・品構造が81 榔泊ま

たは B16m遊に変化することが知られており，そ

れは界面で生しる応力効果によると与えられてい

る。特に SnSe悶がとる 81 間む(バルクの状態で

は出現する温度.圧力条件が存在しない)は.こ

の人工格子独特の結品構造と内部の状態によるも

のとして非常に興味がもたれている。本研究で

は. PbSe/SnSe人工格子のこのような特異な結品

構造と、弾性や椀造変化などの物性に現れる関係

を解明するため.人工格子試料に対して静水圧力

を印加し，そこで応答した結品構造の変化をX線

邸

同折法による醐接臨測を行った。

実験では必要な圧力範囲 (......10GPa) を得るた

め，単結晶月jのダイヤモンドアンピJレセル高圧発

生装訟を使用したが. 試料体制が非常1こ小さく

(l O-'cc程度〕、高分解能を&~とするため，その

X紛回折シクナルは極端に微弱となる。したがっ

て，超高師度なシンクロトロン放射X線源を使用

した袈置系を開発し，高エ研PFにおいて測定を行

った。その結果，従来の実験主系では制られなか

った，商店下での人工格子の S/Nの高いX線回折

パターンが分解能良〈観測できた。そこで博た人

工格子の圧縮曲線と X線回折プロファイルに対し

てモデル計算による解析を行うことによって. バ

ルク状態とは異なる人工格子内での PbSe 届及ひ

SnSeJ~"iの B1・ B 16脳造相転移を見いたした。さら

に， PbSe届の相転移圧hPcには， PbSe庖の翻

M枚数依存性があり.倒府政数が大きくなるにし

たがって単調に増大してパルクの値 (5.3GPa) に

近づくことがわかった。

この結果を考察するために， ます， PbSeハルク

の B) - B16明也司~'Iì l庇移について，ラ ンダウ施現象

論に従って.fEノ]に応しる原子変位を侠停パラメ

タとしたパターン解析を行い.日由エネルギーを

帯出してその一次総造相転移を示した。次に，人

工格子状態へと発展させて，その界而での涯と応

力が与える PCへのバイアス圧力効果の存在を説明

した。
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